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している。試料と水酸化ナトリウムを混合し加熱して得られた反応生成物には， Na z Ti0 3 ， Na z Ti 3 0 7 が
生成していること，およびこれを水処理すると加水分解して非品質の含水酸化チタンに変化することを
明らかにしている。鉱石未溶解物においては，アルカリ比 (NaOH/Ti0 2重量化)が1.0程度，反応温
度が5000Cのような条件でも80%のチタン抽出率が得られ，副生含水酸化チタンにおいては，アルカリ
比0.64，温度2500Cの処理で90%の抽出率を得ている。さらに含水酸化チタンを 4N程度の水酸化ナト
リウムの水溶液に懸濁し， 1500Cで加熱する湿式アルカリ処理を行った場合でも95%のチタン抽出率を
得ュている。
第 5章では，副生硫酸鉄の精製と応用製品の製造研究を行い，不純物のマンガンは硫酸鉄品出時に母液の
Mn/Feモル比に応じて固溶することを認め，再結品法による高純度化は有利でないのと結論を得てい
る。つぎに，硫酸鉄の懸濁液に亜硝酸ナトリウムを触媒として加え，酸素で酸化して高濃度の塩基性硫
酸鉄液を造る方法を開発し，得られたものが水処理剤(凝集剤)として優れていることを実証している。
第 6 章は総括で，本研究によって得られた成果について記述している。
論文の審査結果の要旨
硫酸法による酸化チタンの製造は約70年前に工業化されたが，生産量の増大に伴い多量に生成する副
生物の処理費が著しく増大し，これが酸化チタン工業発展の足かせになっている。そのために副生物の
有効利用ならびに処理費の低減に多大の努力が払われているが，いずれの副生物も不純物を含み，価値
の乏しいものであるため十分な応用面での開拓がなされていないという現状である。
本論文はこのような状況打開のため，それぞれの副生物について新しい用途への応用，新しい手法に
よる改質および応用製品の開発を意図したものであり，その成果を要約するとつぎのようである。
(1) 副生二水セツコウを廃硫酸中で加熱脱水する方法を考案し，媒晶剤の効果を利用することにより，
実用生の高い α型半水およびE型無水セツコウを経済的に容易に得られる方法を確立している。
(2) 石灰中和汚泥を利用した土質安定剤および脱硫剤を開発し，その実用性を立証している。また汚泥
を農業資材として砂丘地および水田に施用し，そ菜または稲の増収効果があることを認めている。
(3) 鉱石未溶解物および副生含水酸化チタンにアルカリ処理を行い，反応条件と生成物の組成ならびに
希硫酸への溶解性との関係について検討し，チタン原料として再利用する方法を見出している。
(4) 副生硫酸鉄の懸濁液に酸化触媒を加え，酸素で酸化して高濃度の塩基性硫酸鉄液を造る新しい製造
方法を開発し，得られたものが凝集剤として優れていることを立証している。
以上の成果により，副生物の種々の新しい用途への応用が開拓され，副生物処理費の低減，ひいては
硫酸法酸化チタン工業の活性化に寄与している。
以上のように，本論文は副生物の有効利用という立場から基礎研究ならびに応用開発研究を展開し，
有効な成果を挙げており，チタン工業および関連工業に貢献するところが大きい。よって本論文は博士
論文として価値あるものと認める。
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